
（第５号）

（第６号）

○ 　補正予算（第６号）は、令和４年３月１６日に発生した福島県沖を震源とする地震等で

被災した施設の災害復旧費を予算化するとともに、農業用ため池の安全対策、道路・橋

りょうなど生活を支える社会資本の整備に要する経費を予算化

○ 　また、新たな子育て家庭支援の基盤整備に向けた基金造成を行うとともに、大規模な自

家消費型の太陽光発電設備の導入促進に向けた経費を予算化

○ 　東日本大震災関連では、被災地における種苗放流支援など水産資源の維持に向けた経費

を予算化

○

　あわせて、福祉施設、私立学校等における原油価格高騰対策を進めるとともに、県立学

校におけるＩＣＴ教育環境の整備に向けた経費を予算化

（参考）

　平成２２年度以降の震災対応予算の累計は、６兆５,６６６億円（総会計）

令和４年度９月補正予算（第５号）及び（第６号）案の概要

Ⅰ　予算編成の考え方

○ 　補正予算（第５号）は、引き続き新型コロナウイルス感染症対策を推進し、社会経済活

動の維持と医療のひっ迫回避の両立を図るため、宿泊療養施設の確保等に要する経費のほ

か、自宅療養者に対する支援や高齢者施設等における抗原検査の推進に向けた経費を予算

化

　また、物価高騰の影響への対策として、鉄道事業者に対する経営支援を行うとともに、

中小製造業者や交通事業者への支援に加え、畜産農家への配合飼料の調達支援、酪農家に

対する光熱費支援など農林水産業の継続や自給力向上に向けた経費を予算化

　※平成２２年度から令和３年度は最終予算額、令和４年度は９月補正予算（第６号）後現計の累計

○

Ⅱ　予算規模

令 和 ４ 年 ９ 月
宮 城 県

（単位：百万円、％）

※四捨五入のため積上げと計が一致しない箇所がある

1,652,435 100.8

うち  震災対応分 44,026 31,856 85 85 31,940 72.5

計（総会 計） 1,639,225 1,624,888 27,548 22,595 4,953

30 24.9うち  震災対応分 121 30

公 営 企 業 会 計 45,331 37,235 37,235 82.1

7,240 99.9

うち  震災対応分 120 96 96 80.3

準 公 営 企 業 会 計 7,247 7,240

3,886 157.4うち  震災対応分 2,468 3,886

特 別 会 計 397,401 431,589 431,589 108.6

1,176,371 98.9

うち  震災対応分 41,317 27,844 85 85 27,928 67.6

うち第６号

一 般 会 計 1,189,246 1,148,823 27,548 22,595 4,953

区　　分
令和３年度

９月現計予算額
 A

令和４年度予算額 対前年度
比較

 (B/A)
×100

現計予算額
今 回 補 正 額 補正後予算額

 Bうち第５号


